正・副　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ（確認特例）

建築基準法第１２条第５項の規定に基づく工事の計画に関する報告書

　　年　　月　　日　

（あて先）川崎市建築主事

報告者（設計者）
住　所

氏　名　　　　　　　　　　　
	確認番号
	　　　　　年　　　月　　　日　　第　　　　　　　　　　　　　号

	建築主氏名
	

	建築場所
	川崎市　　　　区

	報告者
（設計者）
	事務所名
	電話　　　（　　　）



	
	所在地
	

	
	資　格
	（　　）建築士　（　　　　）登録　　第　　　　　　号

	
	氏　名
	

	工事監理者
	事務所名
	電話　　　（　　　）



	
	所在地
	

	
	資　格
氏　名
	（　　）建築士　（　　　　）登録　　第　　　　　　号

	
	氏　名
	

	※　備　考
	※

受

理

欄
	


（注）※印のある欄は、記入しないでください。

上記の建築物について、次のとおり設計しましたので報告致します。

１　建築物の基礎の構造方法

(1)　設計地耐力　　　　　　　kN/m2
(2)　基礎の構造方法（該当する基礎の構造方法にチェックしてください。）
□　べた基礎（平１２建告第１３４７号第１第３項に規定する構造方法）

□　布基礎（平１２建告第１３４７号第１第４項に規定する構造方法）

□　くい基礎（平１２建告第１３４７号第１第２項に規定する構造方法）
□　場所打ちコンクリートぐい

□　高強度プレストレストコンクリートぐい

□　遠心鉄筋コンクリートぐい

□　鋼管ぐい

支持層深さ：ＧＬ－　　　　ｍ、杭長：　　　　　ｍ、杭径：　　　　　mm

□　その他の構造方法としたので、構造図（基礎）を添付します。

《裏面もあります》
２　木造部分の構造方法（該当する構造方法にチェックしてください。）
□　木造軸組工法（建築基準法施行令（以下「政令」という。）第３章第３節に規定する構造方法）

(1)　構造耐力上必要な軸組等（政令第４６条）
政令第４６条の規定に基づいて、軸組の位置及び種別を各階平面図のとおりとしました。


(2)　構造耐力上主要な部分である継手又は仕口（政令第４７条）
下記の検討方法に基づいて、柱の柱頭及び柱脚の仕口を各階平面図のとおりとしました。


□　告示の表（平１２建告第１４６０号第２号の表）により接合金物を選択

□　Ｎ値計算（平１２建告第１４６０号第２号のただし書き）により接合金物を選択
□　許容応力度計算（政令第８２条第１号から第３号）により接合金物を選択

□　枠組壁工法、木質プレハブ工法（平１３国交告第１５４０号及び１５４１号に規定する構造方法）

下記の検討方法に基づいて、平１３国交告第１５４０号及び１５４１号に適合していることを確認しました。


□　全て仕様規定（平１３国交告第１５４０号及び１５４１号の構造計算規定を除く部分）により設計

□　構造計算（平１３国交告第１５４０号第１～８ただし書き、第９、第１０、または１５４１号第１及び第２ただし書き、第３）により設計

構造計算により仕様規定の適用を除いた規定　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕


（注意）軸組の位置及び種別を記載した各階平面図を添付してください。





（注意）下記の中から設計で用いた検討方法をチェックし、筋かいなどを入れた軸組（耐力壁）の柱の柱頭及び、柱脚に取り付ける接合金物の位置及び種別を記入した各階平面図を添付してください。





（注意）下記の中から設計で用いた検討方法をチェックし、耐力壁の位置及び仕様を記載した各階平面図等を添付してください。また、仕様規定を満足しない部分があるため構造計算を行なった場合は、構造計算を行なった項目及びその結果が分かる図面を添付してください。





（注意事項）


１）この報告書は、該当する構造方法に応じて必要な図面を添付し、２部提出してください。


　２）この報告書は、中間検査申請時までに提出してください。
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